
雇　用

１　求人・求職状況(２０１９年１月)
　（１）有効求人倍率

有効求人倍率 前月差 前年同月差 有効求人倍率 前期差 前年同期差

１月 1.61 ▲ 0.01 0.21 １～３月 1.41 0.03 0.16

２月 1.60 ▲ 0.01 0.19 ４～６月 1.47 0.06 0.17

３月 1.59 ▲ 0.01 0.16 ７～９月 1.51 0.04 0.16

４月 1.60 0.01 0.14 10～12月 1.59 0.08 0.21

５月 1.60 0.00 0.12 １～３月 1.60 0.01 0.19

６月 1.63 0.03 0.15 ４～６月 1.61 0.01 0.14

７月 1.62 ▲ 0.01 0.12 ７～９月 1.61 0.00 0.10

８月 1.61 ▲ 0.01 0.10 10～12月 1.56 ▲ 0.05 ▲ 0.03

９月 1.59 ▲ 0.02 0.06

10月 1.57 ▲ 0.02 0.01 有効求人倍率

11月 1.56 ▲ 0.01 ▲ 0.02 平成27年度 1.16 0.16

12月 1.55 ▲ 0.01 ▲ 0.07 平成28年度 1.36 0.20

平成３１年 １月 1.58 0.03 ▲ 0.03 平成29年度 1.54 0.18

資料出所：厚生労働省福岡労働局「雇用失業情勢について」

※数値は季節調整値。なお、平成30年12月以前の数値は、

　平成31年1月分公表時に新季節指数により改定されている。
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有効求人倍率の推移

ア １．５８倍 前月より０．０３ポイント増 ７か月ぶりの増加

イ 有効求人数：前月比１．３％増、有効求職者数：前月比０．６％減

※有効求人数、有効求職者数及び有効求人倍率はいずれも季節調整値

ウ 地域別（原数値）

福岡…１．８９、北九州…１．５２、筑豊…１．３６、筑後…１．５５

（２）新規求人数（原数値）

４９，５００人 前年同月比：９．３％増 ３か月ぶりの増加

産業別の前年同月比較

増加産業：医療・福祉、金融業・保険業、卸売業・小売業

サービス業（他に分類されないもの）、建設業、運輸業・郵便業

減少産業：生活関連サービス業・娯楽業、情報通信業、製造業

不動産業・物品賃貸業、学術研究・専門技術サービス業

宿泊業・飲食サービス業

（３）新規求職者数（原数値）

２０，５４４人 前年同月比：１．７％増 ２か月ぶりの増加



雇　用

(平成27年=100)

金額 指数
前年
同月比

金額 指数
前年
同月比

金額 指数 前年比

１月 247,400 100.4 ▲2.0 260,531 87.5 ▲0.5 平成２８年(2016) 308,207 103.5 3.5

２月 245,002 99.4 ▲2.5 247,285 83.1 ▲2.4 平成２９年(2017) 309,894 104.0 0.5

３月 249,408 101.2 ▲2.2 267,893 90.0 ▲3.1 平成３０年(2018) 302,818 101.7 ▲2.2

４月 252,473 102.5 ▲2.0 259,244 87.1 ▲2.4 資料：福岡県調査統計課

５月 250,049 101.5 ▲1.6 257,611 86.5 ▲4.0 　 　「毎月勤労統計調査地方調査」

６月 248,583 100.9 ▲2.3 421,453 141.6 2.4 対象：調査産業計、全規模（５人以上）の事業所

７月 247,593 100.5 ▲3.0 355,721 119.5 ▲1.4 単位：円、％

８月 245,822 99.8 ▲2.8 264,669 88.9 ▲4.9

９月 244,491 99.2 ▲4.3 249,828 83.9 ▲3.9

10月 246,771 100.2 ▲3.6 249,226 83.7 ▲3.9

11月 245,549 99.7 ▲3.6 261,944 88.0 ▲2.1

12月 247,094 100.3 ▲3.1 536,539 180.2 ▲3.0

平成３１年 １月 237,557 96.4 ▲4.0 254,184 85.4 ▲2.4

「きまって支給する給与」は、所定内給与と超過
労働給与を合わせたもの。
「現金給与総額」は、きまって支給する給与に特
別に支払われた給与（ボーナスなど）を合わせた
もの。
前年同月比及び前年比は、指数により算出。

年平均
現金給与総額きまって支給する給与 現金給与総額

平成３０年
(2018)

２ きまって支給する給与(２０１９年１月)

（１）前年同月比：４．０％減 １３か月連続の減少
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きまって支給する給与の推移
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雇　用

（単位：千人、％）

労働力人口 就業者数 完全失業者数 非労働力人口 完全失業率

2,540 2,413 126 1,869 5.0
2,559 2,443 117 1,855 4.6
2,566 2,460 106 1,853 4.1
2,564 2,474 90 1,859 3.5
2,598 2,510 88 1,830 3.4

1-3月期 2,598 2,514 83 1,830 3.2
4-6月期 2,647 2,571 76 1,781 2.9
7-9月期 2,634 2,558 76 1,798 2.9
10-12月期 2,638 2,565 73 1,792 2.8

35 45 ▲ 10 ▲ 37 ▲ 0.4
資料出所：総務省「労働力調査」

注）・１～３月期平均公表時に、新たな結果を追加して再計算が行われ、前年までの過去5年間の四半期平均及び

　　年平均結果が遡及改定されます。

注）・非労働力人口には、15歳未満は含みません。

資料出所：総務省「労働力調査」

注）・県の雇用者数は、労働力調査に基づく推計値であり、福岡県で独自に公表しているものです。

　　・平成30年の雇用者数は、1～12月期の平均値です。

前年同期増減

平成25年

平成28年

平成26年
平成27年

平成29年

平成30年

３ 就業状態（２０１８年１０－１２月期）

（１）就 業 者：２，５６５千人。前年同期と比べ３１期連続の増加。

（２）完全失業者：７３千人。前年同期と比べ３３期連続の減少。

（３）完全失業率：２．８％。前年同期と比べ０．４ポイント減少。

＊ 完全失業率＝「完全失業者」÷（「就業者」＋「完全失業者」）×１００
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％ 福岡県の完全失業率の推移
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雇　用

被保険者数
前年
同月比

被保険者数
前年
同期比

1月 1,703,715 3.9 １～３月 1,647,430 2.5

2月 1,703,844 3.5 ４～６月 1,674,756 3.5

3月 1,702,863 2.8 ７～９月 1,696,817 4.0

4月 1,690,713 2.4 10～12月 1,703,817 4.3

5月 1,715,119 2.0 １～３月 1,703,474 3.4

6月 1,722,621 1.8 ４～６月 1,709,484 2.1

7月 1,722,077 1.5 ７～９月 1,721,655 1.5

8月 1,721,785 1.5 10～12月 1,725,758 1.3

9月 1,721,104 1.3

10月 1,720,985 1.3 被保険者数 前年比

11月 1,726,312 1.3 平成27年度 1,602,022 1.8

12月 1,729,978 1.2 平成28年度 1,632,726 1.9

平成３１年 1月 1,723,529 1.2 平成29年度 1,694,716 3.8

資料出所：厚生労働省福岡労働局「雇用失業情勢について」
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４ 雇用保険被保険者数（２０１９年１月）

（１）前年同月比：１１２か月連続のプラス
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雇用保険被保険者数の推移
万人


